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より豊かな未来に向け ISO認証を更新
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　聖徳学園は、平成15年11月に
日本の教育機関では初めて品質
管理システムのISO9001および
環境管理システムのISO14001、
両国際規格の認証を同時取得
しました。
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速 報！速 報！
（平成30 年1月16日現在）

今年も多くの現役生が
夢を実現しています

【公立小学校教員】
東京都10名／千葉県千葉市9名／埼玉県7名／茨城県2名／川崎市1名／浜松市1名／新潟市１名

［東京都］荒川区3名／板橋区3名／江戸川区4名／大田区4名／葛飾区10名／北区2名／江東区2名／小平市1名／品川区5名／
新宿区1名／杉並区5名／墨田区3名／世田谷区4名／台東区2名／中央区3名／豊島区1名／港区2名

［千葉県］浦安市4名／柏市8名／鎌ケ谷市2名／九十九里町1名／多古町1名／千葉市7名／習志野市1名／成田市4名／
船橋市11名／松戸市15名／南房総市1名／茂原市1名／八街市2名／八千代市１名／千葉県（県採用）１名

［埼玉県］朝霞市1名／川口市4名／越谷市3名／さいたま市3名／三郷市1名
［茨城県］阿見町1名／石岡市1名／下妻市1名／つくば市2名／坂東市1名
［群馬県］板倉町1名／館林市1名　　［栃木県］小山市1名　　［神奈川県］横浜市2名／秦野市1名　　
［新潟県］佐渡市1名　　［福島県］会津坂下町1名　　［長野県］上田市1名／佐久市1名／軽井沢市1名

［千葉県］銚子市1名／習志野市1名／茂原市1名　　［埼玉県］久喜市1名　　［茨城県］稲敷市1名／茨城町1名／取手市3名／
鉾田市1名　　［栃木県］栃木市1名　　［福島県］白河市1名／国見町1名　　［宮城県］石巻市1名

【心理職】千葉県1名　　【児童指導員】千葉県2名　　【管理栄養士】川口市1名　　【栄養士】柏市1名
【看護師】千葉県3名／船橋市1名　　【保健師】千葉県1名　　【福祉職】東京都特別区2名　　【事務職】松戸市1名

［東京都］東京都特別区5名　　［静岡県］熱海市1名

【特別支援学校教員】
東京都1名／千葉県千葉市1名／埼玉県1名

【公立中学校・高等学校教員】
千葉県千葉市1名／埼玉県2名／群馬県1名

【養護教員】
福島県1名

2018年度公務員
採用試験合格実績

　

十
月
二
十
八
日（
土
）か
ら
九

日
間
、
二
十
一
世
紀
の
森
と
広

場
で「
松
戸
ア
ー
ト
ピ
ク
ニ
ッ

ク
」（
聖
徳
大
学
後
援
）が
開
催

さ
れ
、
児
童
学
科
の
大
成
哲
雄

教
授
と
そ
の
ゼ
ミ
生
が
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
芸
術
祭
は
、
松
戸
市
の
文

化
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
市
民

に
ア
ー
ト
を
身
近
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
目
的
が
あ
り
、
選
抜
さ

れ
た
国
内
外
で
活
躍
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
九
名
が
野
外
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

　

大
成
ゼ
ミ
の
タ
イ
ト
ル
は

「
グ
ロ
ー
カ
ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」。

「
グ
ロ
ー
カ
ル
」と
は
グ
ロ
ー
バ

ル
と
ロ
ー
カ
ル
を
同
時
に
捉
え

て
い
く
考
え
方
で
す
。
松
戸
市

の
航
空
写
真
を
プ
リ
ン
ト
し
た

大
き
な
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
地

域
の
方
の
協
力
で
作
っ
た
竹
製

の
ブ
ラ
ン
コ
等
か
ら
自
分
の
足

下
と
広
い
世
界
を
体
感
で
き
る

作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
、
親
子
と
旗
を
作
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
、ゼ

ミ
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
完
成
し

た
フ
ラ
ッ
グ
は
、
活
動
場
所
か

ら
見
え
る
武
蔵
野
線
に
向
か
っ

て
み
ん
な
で
振
り
ま
し
た
。
そ

の
様
子
を
車
内
か
ら
見
て
、「
楽

し
そ
う
だ
か
ら
」と
来
場
し
た

人
も
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
附
属
小
学
校
の
遠

足
と
重
な
り
、
児
童
た
ち
が
ブ

ラ
ン
コ
に
乗
っ
た
り
、シ
ー
ト

に
自
分
の
家
を
見
つ
け
た
り
し
、

作
品
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

卒
業
生
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
応

援
に
駆
け
つ
け
、
市
立
松
戸
高

校
の
生
徒
や
、
本
学
の
総
合
文

化
学
科
の
学
生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

い
ま
し
た
。
二
時
間
か
け
て
子

ど
も
た
ち
と
作
り
、
お
い
し
い

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
学

生
は
こ
の
活
動

を
通
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
々

と
交
流
す
る
力

や
表
現
す
る
こ

と
の
楽
し
さ
、

ア
ー
ト
の
奥
深

さ
等
を
体
験
的

に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

松
戸
ア
ー
ト
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究

所
は
、
十
二
月
十
日（
日
）「
ジ
ュ

ニ
ア
夢
カ
レ
ッ
ジ
３
～
プ
ロ

か
ら
学
ぶ
お
仕
事
体
験
～
」を

実
施
し
ま
し
た
。
百
七
十
八
名

の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
、

各
々
が
希
望
し
た
職
業
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
と
学

生
の
二
方
向
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
実
施

ま
で
の
八
カ
月
間
、
企
画
か
ら

参
画
し
た
学
生
三
十
名
と
生

涯
学
習
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
お

よ
び
公
募
市
民（
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
）と
が
連
携
し
な
が
ら
協

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
か
ら
学
べ
る
お
仕
事

体
験
は
全
十
四
種
類
。
学
内
か

ら
は「
養
護
教
諭
」「
看
護
師
」

「
図
書
館
司
書
」「
幼
稚
園
教

諭
・
保
育
士
」「
パ
テ
ィ
シ
エ
」

「
音
楽
療
法
士
」「
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
」「
管
理
栄
養
士
」「
新

聞
記
者
」「
建
築
士
」「
医
師
」、

学
外
か
ら
は「
鉄
道
職
員
」「
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

「
弁
護
士
」の
プ
ロ
に
協
力
を

得
て
、
学
生
と
共
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
仕
事
体
験
の
前
に
、

子
ど
も
た
ち
対
象
に「
な
ぜ
人

は
働
く
の
か
？
」に
つ
い
て
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

体
験
後
に
は
も
う
一
度
全
員

が
集
ま
り
、「
仕
事
に
つ
い
て
」

の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
学
生

が
進
行
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
特
色
は
、
今
回
関

与
し
た
ス
タ
ッ
フ（
プ
ロ
・
教
職

員
・
学
生
・
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
）

の
す
べ
て
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
た
こ
と
、
新
京

成
電
鉄
株
式
会
社
、
株
式
会
社

デ
ィ
ッ
ジ
、
弁
護
士
法
人
千
代

田
オ
ー
ク
法
律
事
務
所
等
、
多

数
の
企
業
や
法
人
か
ら
の
協

力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、「
仕
事
は
大
変
」

「
楽
し
か
っ
た
」「
絶

対
に
今
日
体
験
し
た

職
業
に
就
き
た
い
」

「
仕
事
は
自
分
の
た

め
だ
け
で
な
く
、誰
か

の
た
め
に
な
る
こ
と

だ
と
分
か
っ
た
」
な

ど
、
保
護
者
か
ら
は

「
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」「
喜
ん
で
帰
っ
て

き
ま
し
た
」
な
ど
、

感
謝
の
声
が
続
々
と

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
生
涯
学
習
研
究
所

で
は
、
地
学
連
携
や
社
会
参
画

に
結
び
付
く
研
究
・
実
践
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

39公立小・中・高等学校教員合格者 名

144公立保育士合格者 名

14幼稚園教諭・保育士一括採用 名

13地方公務員合格者 名

6公立幼稚園教員合格者 名

準備作業は学生主体で！

管理栄養士体験～栄養満点のカレーを作ろう！～

鉄道職員体験～線路の落とし物を拾ってみよう！～

「宇宙ブランコ」高さ13mの竹製のブランコ

「フレーフレーフラッグ」作った旗をみんなで振りました

「松戸ガリバーシート」巨人になった感覚で
自分の家や学校を探します。

「松戸野生バウムクーヘン」みんなで作って食べると格別です。
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十
一
月
二
十
六
日（
日
）に
行

わ
れ
た「
第
四
回
日
光
い
ろ
は

坂
女
子
駅
伝
大
会
」に
お
い
て
、

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部（
佐
藤

信
春
監
督
）が
、
過
去
最
高
順

位
と
な
る
第
八
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
「
聖
徳
な
で
し
こ
」た
ち
が
新

た
な
歴
史
を
作
り
ま
し
た
。
強

い
向
か
い
風
が
彼
女
た
ち
の
行

く
手
を
阻
み
ま
し
た
が
、引
き
下

が
る
こ
と
な
く
目
標
に
向
か
っ

て
襷
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

一
区
は
、
関
東
大
学
女
子
対

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
一
月
七
日 

（
日
）、
松
戸
市
陸
上
競
技
場
を

発
着
地
点
と
し
た
、「
第
六
十
三

回
松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
合
わ

校
大
会
で
も
同
区
を
務
め
た
石

井
選
手
が
十
位
で
二
区
の
早
乙

女
選
手
へ
。
最
も
長
い
二
区
を

区
間
七
位
の
力
走
で
順
位
は
八

位
に
上
が
り
、
第
一
回
大
会
か

ら
四
年
連
続
出
場
し
て
き
た
主

将
の
岡
本
選
手
が
続
き
、
八
位

の
ま
ま
四
区
青
柳
選
手
へ
。
青

柳
選
手
は
区
間
四
位
と
な
る
実

力
を
発
揮
す
る
も
、
順
位
に
変

動
は
な
く
、
五
区
ル
ー
キ
ー
の

藤
崎
選
手
、
六
区
ア
ン
カ
ー
の

土
田
選
手
ま
で
全
員
が
見
事
な

走
り
を
見
せ
、
そ
の
後
は
後
続

せ
て
六
千
二
百
人
の
申
込
み
が

あ
る
こ
の
大
会
に
お
い
て
、本
学

陸
上
競
技
部
か
ら
七
名
の
部
員

が
記
録
に
挑
ん
だ
結
果
、【
一
般

女
子
五
キ
ロ
の
部
】で
、
石
川

星
麗
菜
さ
ん（
児
童
学
部
三
年
）

に
抜
か
れ
る
こ
と
な
く
、
昨
年

の
順
位
を
上
回
る
八
位
で
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
す

が
着
実
に
チ
ー
ム
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

が
十
八
分
十
八
秒
で
優
勝
し
、

大
会
二
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　

二
位
に
は
藤
﨑
未
悠
さ
ん

（
人
間
栄
養
学
部
一
年
）、
三
位

に
は
土
田
笑
美
さ
ん 

（
人
間
栄

養
学
部
三
年
）が
そ
れ
ぞ
れ
入

り
、
表
彰
台
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
学
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
他
の
四
名
の
う
ち
三
名
が

入
賞
、一
名
が
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入

る
な
ど
、
上
位
を
本
学
学
生
が

占
め
、
陸
上
競
技
部
の
新
体
制

後
初
の
大
会
と
し
て
は
幸
先
の

良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
大
会
に
は
、
菅

生
晶
子
さ
ん
、
大
貫
美
織
さ
ん

（
と
も
に
平
成
二
十
九
年
人
間

栄
養
学
部
卒
）も【
一
般
女
子
十

キ
ロ
の
部
】に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

快
走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

陸
上
競
技
部
の
活
躍
光
る
！

駅
伝
と
マ
ラ
ソ
ン 

２
大
会
で
好
成
績

　

十
二
月
十
六
日（
土
）、
川
並

香
順
記
念
講
堂
に
て
特
別
講
演

会
お
よ
び
演
奏
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
会
で
は
、「
と

も
に
生
き
る
」と
題
し
て
、
本

学
の
客
員
教
授
で
も
あ
る
、
つ

き
ぢ
田
村
三
代
目
・
田
村
隆
氏

が
講
演
し
ま
し
た
。
田
村
氏
が

大
阪
・
高
麗
橋「
吉
兆
」で
遠
距

離
恋
愛
を
し
な
が
ら
料
理
の
修

業
を
し
て
い
た
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
か
ら
始
ま
り
、
自
身
の
家
族

に
つ
い
て
や
、
最
近
感
じ
た
人

と
の
つ
な
が
り
・
縁
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
ま
で
、ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
料
理
人
だ
か
ら
こ
そ

語
れ
る
料
理
の
マ
メ
知
識
も
伝

授
。
玉
葱
の
み
じ
ん
切
り
の
コ

ツ
や
、
今
が
旬
の
大
根
を
使
っ

た
お
い
し
い
大
根
お
ろ
し
の
作

り
方
な
ど
で
す
。
一
般
家
庭
で

も
実
践
で
き
る
料
理
の
裏
技
を

な
ど
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
会
場
は
終
始
笑
い
が
あ

ふ
れ
、
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
二
部
の
演
奏
会
で
は
、「
祝・

香
和
会
五
十
周
年
～『
和
』を
つ

む
ぐ
音
楽
の
花
束
～
」と
題
し
、

音
楽
学
部
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
香
和
会
会
員
で

あ
る
音
楽
学
部
・
大
学
院
音
楽

文
化
研
究
科
の
在
学
生
・
卒
業

生
を
中
心
と
し
た
演
奏
会
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
音
楽
学
部
演
奏

学
科
器
楽
コ
ー
ス
ピ
ア
ノ
専
修

二
年
の
針
生
瑞
菜
美
さ
ん
に
よ

る
ピ
ア
ノ
独
奏「
Ｄ
・
カ
バ
レ
フ

ス
キ
ー
：
ロ
ン
ド 

イ
短
調
Ｏ
ｐ
・

59
」、
次
に
、
青
戸
知
講
師
、
卒

業
生
の
及
川
響
子
さ
ん
に
よ
る

「
Ｗ・Ａ・モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
歌
劇

《
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》よ
り

〈
お
手
を
ど
う
ぞ
〉（
二
重
唱
）」、

卒
業
生
の
松
本
直
子
さ
ん
、
佐

間
野
朋
美
さ
ん
に
よ
る「
Ｇ・プ
ッ

チ
ー
ニ
：
歌
劇《
蝶
々
夫
人
》よ

り〈
花
の
二
重
唱
〉」、
卒
業
生

の
齋
藤
青
麗
さ
ん
に
よ
る「
Ｆ
・

プ
ー
ラ
ン
ク
：
歌
劇《
テ
ィ
レ

ジ
ア
ス
の
乳
房
》よ
り〈
い
い
え
、

旦
那
様
〉」、
最
後
に
、
青
戸
知
講

師
に
よ
る「
Ｒ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
：

歌
劇《
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
》よ
り

〈
夕
星
の
歌
〉」（
ピ
ア
ノ
伴
奏
は

す
べ
て
鳥
井
俊
之
教
授
）の
演

奏
が
あ
り
ま
し
た
。

　

美
し
い
歌
声
と
、ピ
ア
ノ
の

演
奏
が
鳴
り
響
き
、
優
雅
な
世

界
感
を
感
じ
る
演
奏
会
と
な
り

ま
し
た
。

講演する田村隆氏

D.カバレフスキー：ロンド イ短調 Op.59

W.A.モーツァルト：歌劇
《ドン・ジョヴァンニ》より〈お手をどうぞ〉F.プーランク：歌劇《ティレジアスの乳房》より〈いいえ、旦那様〉

Ｓ
Ｏ
Ａ（
聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）

開
設
二
十
五
周
年
記
念
・
香
和
会
創
立
五
十
周
年
記
念

　
　
　

特
別
講
演
会
＆
演
奏
会
を
開
催

　

第
四
十
八
回
千
葉
県
私
学
教

育
功
労
者
表
彰
式
が
十
二
月
二

日（
土
）、ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー

ト
東
京
ベ
イ
幕
張（
千
葉
市
）に

て
行
わ
れ
、本
学
園
よ
り
五
名

の
教
員
が
、多
年
に
わ
た
る
千

葉
県
の
私
学
教
育
の
振
興
・
発

展
へ
の
功
労
者
と
し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

聖徳大学附属小学校

長谷川 洋
教諭

聖徳大学
音楽学部演奏学科
片桐 章子

准教授

聖徳大学附属女子
中学校・高等学校

川尻 亨
教諭

聖徳大学
文学部文学科
中野 沙惠

教授

聖徳大学短期大学部
保育科

檜垣 昌也
准教授

第4回 日光いろは坂女子駅伝大会　結果

第63回 松戸市七草マラソン大会　結果

【1区】
	 石井	星麗菜さん	 （児童学部 3 年）	 18 分 55秒	 区間 10位

【1位】	 石井	星麗菜さん	 （児童学部 3 年）	 18 分 18秒

【2区】
	 早乙女	遥夏さん	 （児童学部 3 年）	 20 分 42秒	 区間 7位

【2位】	 藤崎	未悠さん	 （人間栄養学部 1 年）	 19 分 24秒

【3区】
	 岡本	悠里さん	 （児童学部 4 年）	 17 分 00秒	 区間 8位

【3位】	 土田	笑美さん	 （人間栄養学部 3 年）	 19 分 41秒

【4区】
	 青柳	萌花さん	 （総合文化学科 2 年）	 14 分 25秒	 区間 4位

【5位】	 宇津木	実那さん	 （保育科 1 年）	 20 分 16秒

【5区】
	 藤崎	未悠さん	 （人間栄養学部 1 年）	 16 分 23秒	 区間 6位

【6位】	 増田	凪紗さん	 （児童学部 1 年）	 20 分 26秒

【6区】
	 土田	笑美さん	 （人間栄養学部 3 年）	 14 分 04秒	 区間 7位

【7位】	 堀口	結花さん	 （人間栄養学部 1 年）	 20 分 26秒

【10 位】	 鹿島	実桜さん	 （児童学部 3 年）	 20 分 53秒

左より川並芳純常務理事、 片桐准教授、 川尻教諭、 長谷川教諭

［
日
光
い
ろ
は
坂
女
子
駅
伝
大
会
］

過
去
最
高
順
位
と
な
る
８
位
入
賞
！

［
松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会
］

学
生
が
大
会
２
連
覇
、
表
彰
台
独
占
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平
成
二
十
九
年
度
八
潮
こ
ど

も
夢
大
学
の
修
了
式
が
、
十
二

月
二
十
日（
水
）、
や
し
お
生
涯

楽
習
館（
埼
玉
県
八
潮
市
）一
階

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

修
了
生
五
十
六
名
と
そ
の
保
護

者
を
は
じ
め
、
八
潮
市
、
八
潮

市
教
育
委
員
会
、
市
内
小
中
学

校
校
長
、
協
力
大
学
代
表
な
ど

が
出
席
し
、
会
場
は
満
席
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
Ⅰ
期
三
十
名
、

Ⅱ
期
二
十
六
名
、
計
五
十
六
名

が
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
大
学
を
訪

れ
、
様
々
な
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
本
学
に
は
、
Ⅰ
期
十

月
七
日（
土
）、
Ⅱ
期
十
一
月

十
八
日（
土
）に
来
校
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
八
潮
こ
ど
も
夢

大
学
の
石
黒
貢
副
学
長（
教
育

長
）に
よ
る
開
会
の
辞
、
国
歌

斉
唱
に
続
い
て
、
大
山
忍
学
長

（
市
長
）か
ら
修
了
生
一
人
ひ
と

り
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
大
山
学
長
は
、

「
皆
様
の
活
動
報
告
を
拝
見
し
、

素
晴
ら
し
い
授
業
を
受
け
ら
れ

た
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」「
今

回
の
体
験
を
、
自
分
の
将
来
の

夢
や
希
望
へ
と
つ
な
ぎ
、
社
会

を
担
う
立
派
な
大
人
へ
と
成
長

し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
招
か
れ

た
本
学
の
増
井
三
夫
副
学
長
は
、

「
聖
徳
大
学
に
来
ら
れ
た
皆
様

に
関
し
て
は
、
本
学
の
先
生
方

か
ら
以
下
の
よ
う
な
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
目
を
輝
か
せ
て
体

験
し
て
い
た
、
び
っ
く
り
す
る

位
真
剣
だ
っ
た
、
集
中
力
が
す

ぐ
れ
て
い
た
、
失
敗
を
恐
れ
な

い
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
た
、
失

敗
し
て
も
す
ぐ

に
修
正
が
で
き

た
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も『
科
学
す

る
心
』で
す
。
と

て
も
良
い
経
験

を
さ
れ
ま
し
た

ね
。
今
回
の
皆
さ

ん
の
姿
勢
に
心

か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
」と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

閉
式
後
、
修
了

生
た
ち
は
、
皆
誇

ら
し
げ
な
顔
で

記
念
撮
影
に
臨

み
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度

八
潮
こ
ど
も
夢
大
学修

了
式

　

十
二
月
二
十
日（
水
）、
聖
徳

大
学
香
順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
地
域
志
向
科
目「
社

会
貢
献
の
理
論
と
実
践
」「
地
域

貢
献
活
動
の
実
践
」を
履
修
し

た
保
育
科
、
総
合
文
化
学
科
の

学
生
に
よ
る
活
動
報
告
会
が
行

わ
れ
、
松
戸
市
役
所
、
松
戸
商

工
会
議
所
を
は
じ
め
、
地
域
か

ら
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

----------------------------------------

　

保
育
科
で
は
、
地
域
と
と
も

に
歩
む
短
期
大
学
を
目
指
し
、

子
育
て
支
援
を
主
軸
と
し
た
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
一
年
次
か
ら
地
域

志
向
科
目「
キ
ャ
リ
ア
総
合
演

習
Ⅱ
」「
社
会
貢
献
の
理
論
と
実

践
」「
地
域
貢
献
活
動
の
実
践
」

を
必
修
と
し
ま
し
た
。
地
域
志

向
科
目
で
は
、
保
育
者
や
子
育

て
中
の
保
護
者
等
を
講
師
と
し

た
体
験
型
学
習
に
よ
り
、
地
域

の
課
題
等
の
知
識
を
習
得
し
ま

す
。
そ
し
て
、
授
業
で
得
た
知

識
を
活
か
し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
内
容
を
検
討
、
実
施

し
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
編
成

で
課
題
解
決
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
本
報
告
会
は
そ
の
成
果
を

発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

学
生
報
告
会
出
場
の
二
組
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
タ
イ
ト
ル
は

「
親
子
で
話
す
き
っ
か
け
づ
く

り
」「
私
た
ち
に
で
き
る
子
育
て

支
援
」で
す
。
授
業
を
通
し
て

「
子
育
て
支
援
」の
理
解
を
深
め

た
こ
と
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

実
践
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
子

育
て
中
の
保
護
者
や
保
育
者
が
、

学
生
た
ち
を
温
か
く
迎
え
、
見

守
り
応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、

行
動
力
や
実
践
力
に
つ
な
が
っ

た
と
学
生
は
考
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
の
経
験
を
活
か

し
て
、
学
生
た
ち
が
地
域
や
子

育
て
支
援
に
目
を
向
け
行
動
で

き
る
保
育
者
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

---------------------------------------

　

総
合
文
化
学
科
は
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、「
み
つ
け
よ
う
！“
か
く
れ
”

枝
豆
」（
フ
ー
ド
・
調
理
ブ
ラ
ン

チ
、幼
児
栄
養
ブ
ラ
ン
チ
）、「
松

戸
の
七
人
の
神
様
に
会
い
に
行

こ
う
」（
観
光
・
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン

チ
、
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
チ
）の
二
グ
ル
ー
プ

が
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
「
み
つ
け
よ
う
！“
か
く
れ
”

枝
豆
」で
は
、
松
戸
の
特
産
物

で
あ
る
枝
豆
の
魅
力
を
探
り
、

レ
シ
ピ
集
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。
内
容
は
、
歴
史
、
種
類
と

栄
養
、
自
分
た
ち
で
考
案
し
た

枝
豆
レ
シ
ピ
、
生
産
農
家
で
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
掲
載
し

ま
し
た
。「
松
戸
の
七
人
の
神
様

に
会
い
に
行
こ
う
」で
は
、
松

戸
七
福
神
巡
り
の
た
め
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
御
朱
印
帳
と
、
七
福

神
巡
り
を
広
め
る
た
め
の
チ
ラ

シ
な
ど
、
販
促
グ
ッ
ズ
を
制
作

し
ま
し
た
。
御
朱
印
帳
で
は
、

七
福
神
の
意
味
や
寺
社
の
地
図
、

歴
史
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
も
笑
顔

で
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
二
年

間
の
成
果
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部  

地
域
志
向
科
目

「
学
生
活
動
報
告
会
」

（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）を
開
催

保育科による発表

来賓挨拶に立つ増井副学長

全員で記念撮影

枝豆のレシピ集松戸七福神　御朱印帳

総合文化学科による発表

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　
　
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー　

准
教
授　

中
里 

菜
穂
子

　

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

十
月
十
八
日（
水
）に
在
学
生
に

よ
る
海
外
体
験
発
表
会
を
行
い

ま
し
た
。
児
童
学
科
小
学
校
教

員
養
成
コ
ー
ス
二
年
の
小
野
寺

真
理
さ
ん
が
カ
ナ
ダ
で
の
語
学

研
修
に
つ
い
て
、
同
学
科
児
童

文
化
コ
ー
ス
四
年
の
田
口
愛
菜

さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

保
育
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験

に
つ
い
て
、
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
二
人
は
、
研
修
先
の
見

つ
け
方
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
関
係
、

必
要
な
英
語
力
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

田
口
さ
ん
か
ら
は
、
保
育
園

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
に
保
育
英

検
の
テ
キ
ス
ト
が
非
常
に
役
立
っ

た
こ
と
、
小
野
寺
さ
ん
か
ら
は
、

　

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

聖
徳
祭
の
初
日（
十
一
月
十
一
日

（
土
））に「
英
語
読
み
聞
か
せ
コ

ン
テ
ス
ト
」を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
十
三
人
で
、

ほ
と
ん
ど
が
児
童
学
部
の
学
生

で
し
た
が
、
人
間
栄
養
学
科
と

文
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス
か
ら

も
初
め
て
学
生
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
手
作
り
の
小
道
具

を
使
っ
た
り
歌
を
混
ぜ
た
り
と
、

期
待
以
上
の
素
晴
ら
し
い
読
み

聞
か
せ
を
披
露
し
、
観
客
と
一

緒
に
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ス
ト
と

な
り
ま
し
た
。

や
る
気
が
あ
れ
ば
英
語
力
は
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
く
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
等
、

た
く
さ
ん
の
た
め
に
な
る
情
報

と
と
も
に
、
費
用
に
つ
い
て
や

最
初
は
ど
ん
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ん
だ
ら
よ
い
の
か
な
ど
、
具
体

的
な
情
報
も
提
示
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
多
く
の
学
生
か
ら
質

問
が
あ
り
、
熱
意
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
学
で
は
海
外
体
験
に
対
す

る
質
問
が
非
常
に
多
く
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
な
る
べ
く
学
生
の

疑
問
や
不
安
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
経
験
者
の
話
を
聞
い
て
も

ら
う
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

一
番
多
い
の
が
英
語
力
に
関
す

る
質
問
で
す
。
そ
の
不
安
を
軽

減
す
る
た
め
に
も
普
段
か
ら
英

　

優
勝
者
は
、
児
童
学
科
幼
稚

園
教
員
・
保
育
士
養
成
コ
ー
ス

一
年
の
枝
美
輝
さ
ん
で
、“Say 

Hello to the Baby A
nim

als

”

と
い
う
た
く
さ
ん
の
動
物
が
登

場
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
手
作

り
の
動
物
を
一
つ
一
つ
持
ち
替

え
な
が
ら
、
大
き
く
明
瞭
な
声

で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
準
優
勝
は
同
学
科
小
学

校
教
員
養
成
コ
ー
ス
二
年
の
小

野
寺
真
理
さ
ん
で
、“D

avid 
Gets into Trouble

”の
中
の
主

人
公
に
な
り
き
り
、コ
ミ
カ
ル

な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
加
え
た
楽

語
を
聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る

機
会
を
増
や
せ
る
よ
う
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
体
験
発

表
会
を
行
い
、
情
報
交
換
の
場

を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

し
い
読
み
聞
か
せ
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
、コ
ン
テ
ス
ト

に
向
け
て
何
度
も
当
セ
ン
タ
ー

に
来
て
練
習
を
重
ね
、レ
ベ
ル

の
高
い
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま

し
た
。
全
員
が
上
記
の
二
人
に

ま
っ
た
く
引
け
を
取
ら
な
い
素

晴
ら
し
い
読
み
聞
か
せ
で
、
審

査
員
を
悩
ま
せ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て

児
童
学
科
教
授
の
一
ノ
瀬
喜
子

先
生
に
も
審
査
員
を
お
願
い
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
コ
ン
テ
ス

ト
を
見
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
ま
す
ま
す
多
く
の
学

生
に
参
加
を
促
し
、
先
生
方
の

ご
協
力
も
い
た
だ

き
、
一
層
英
語
学

習
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
る

よ
う
な
機
会
を
設

け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

在
学
生
に
よ
る
海
外
体
験
発
表
会

英
語
読
み
聞
か
せ
コ
ン
テ
ス
ト

優勝した枝美輝さん

準優勝の小野寺真理さん
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

第
六
十
一
回		

グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

　

十
二
月
十
日（
日
）、第
六
十
一

回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会
は
、本

校
の
一
部
二
年
生
、二
部
三
年
生

と
、短
期
大
学
部
保
育
科
二
部
三

年
生
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、希
望

の
研
究
領
域
を
担
当
教
員
の
指

導
の
も
と
研
究
し
た
成
果
を
発

表
す
る
場
で
す
。
来
賓
の
大
学
・

短
大
教
員
、各
指
導
教
員
、幼
稚

園
教
員
、そ
し
て
在
校
生
が
見
学

者
と
な
り
、第
一
分
科
会
か
ら
第

四
分
科
会
の
会
場
に
分
か
れ
て

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
を
行
っ
た
学
生
た
ち
は
、

こ
の
一
年
間
、仲
間
と
と
も
に
指

導
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
仰

ぎ
な
が
ら
、一
つ
の
研
究
課
題
の

掘
り
下
げ
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
放
課
後
や
休
み

の
日
な
ど
空
い
て
い
る
時
間
に

仲
間
で
集
ま
り
、討
議
や
検
討
を

重
ね
、念
入
り
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
各
分
科
会
場
の
見

学
会
場
を
休
憩
時
間
に
変
更
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、

見
学
者
に
と
っ
て
も
、興
味
の
テ
ー

マ
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
こ

と
が
で
き
、当
日
の
会
場
で
は
質

疑
応
答
が
盛
り
上
が
り
、考
察
が

深
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
時
間
が

足
ら
な
い
と
感
じ
る
ぐ
ら
い
活

発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
分
科
会

も
あ
り
ま
し
た
。
発
表
者
側
、見

学
者
側
と
も
に
新
た
な
知
識
や

技
術
を
得
る
こ
と
が
で
き
、有
意

義
な
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

二
月
二
十
三
日（
金
）に
大
妻

女
子
大
学（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
行
わ
れ
る「
全
国
保
育
士
養
成

協
議
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会 

第
三
十
一
回
学
生
研
究
発
表

会
」で
、グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

か
ら
選
ば
れ
た
一
グ
ル
ー
プ
が
、

本
校
代
表
と
し
て
発
表
を
行
い

ま
す
。
学
生
た
ち
の
立
派
な
発

表
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

第
五
十
三
回
聖
徳
祭
の
初
日

で
あ
る
十
一
月
十
一
日（
土
）、

午
後
二
時
よ
り
、焼
き
た
て
パ

ン
が
好
評
な
カ
フ
ェ
・
リ
ュ
ミ

エ
ー
ル（
大
学
一
号
館
）に
て
、

第
二
十
四
回
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、香
和
会
役
員
・
代
議

員
・
一
般
会
員
と
そ
の
家
族
、学

園
関
係
者
な
ど
二
百
名
以
上
の

参
加
で
、大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、

バ
ト
ン
部
の
活
気
あ
ふ
れ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、災

害
時
に
短
時
間
で
安
全
に
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、毎

年
聖
徳
大
学
消
防
・
防
災
総
合

訓
練
を
全
学
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
は
十
一
月
二
十
四
日

（
金
）、十
一
時
五
十
五
分
に
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
で
学
内
に
非
常
放
送
が
流

れ
、学
生
や
教
職
員
、附
属
幼
稚

園
の
園
児
、そ
の
他
関
係
者
が
、

ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押
え
な
が
ら

所
定
の
避
難
場
所
へ
避
難
し
ま

し
た
。
そ
の
後
全
員
が
常
日
頃

か
ら
携
帯
し
て
い
る「
安
否
確

認
シ
ー
ト
」
を
回
収
し
、二
千 

三
百
五
十
名
が
避
難
完
了
し
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
完
了
後
、松
戸
中
央
消

続
い
て
、川
並
知
子
名

誉
学
園
長
の「
聖
徳
の

歴
史
と
伝
統
は『
和
』

の
精
神
に
あ
り
」と
い

う
母
校
に
温
か
く
迎

え
入
れ
る
挨
拶
と
、川

並
弘
純
学
長
の「
お
帰

り
な
さ
い
」と
い
う
お

も
て
な
し
の
優
し
い

一
言
で
、会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、川
並
孝
純
学
園
事

務
局
長
か
ら
の
な
つ
か
し
い
聖

徳
の
風
景
の
話
と
乾
杯
が
終
わ

る
と
、恩
師
や
友
人
た
ち
と
ミ

ニ
ク
ラ
ス
会
を
開
催
す
る
人
た

ち
も
あ
り
、学
生
時
代
に
戻
っ

防
署
消
防
指
令
補
の
吉
原
氏
よ

り
、災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、「
自
分

の
身
の
安
全
を
優
先
す
る
こ
と
、

戻
ら
な
い
こ
と
、避
難
の
際
は

た
か
の
よ
う
に
わ
い
わ
い
会
話

す
る
香
和
会
会
員
の
笑
顔
が
、会

場
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

親
子
二
代（
在
学
生
の
娘
さ
ん

と
）の
参
加
も
あ
り
、五
十
周
年

の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
元
松
戸
の
老
舗
和
菓
子

誘
導
灯
を
目
指
し
て
進
む
こ

と
」な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
川
並
弘
純
災
害
対
策

本
部
長
よ
り「
六
年
前
の
東
日

本
大
震
災
の
時
、卒
業
式
当
日

で
あ
っ
た
た
め
大
勢
の
学
生
・

保
護
者
の
方
々
と
こ
こ
に
避
難

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

天
災
に
備
え
る
に
は
、日
頃
の

訓
練
と
高
い
防
災
意
識
が
重
要

で
す
」と
訓
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、学
生
や
教
職
員
が
、

訓
練
用
消
火
器
で
消
火
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
消
火
器
の
取
り

扱
い
に
あ
た
り
、消
防
署
の
方

か
ら「
風
上
に
立
ち
、背
後
を
火

に
囲
ま
れ
な
い
よ
う
避
難
経
路

を
確
保
し
な
が
ら
、消
火
活
動

を
行
う
こ
と
」と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

屋
・
栄
泉
堂
岡
松
謹
製
の
紅
白

ま
ん
じ
ゅ
う
や
特
製
ど
ら
焼
き

は
、も
ち
ろ
ん
菊
水
の
校
章
入

り
で
し
た
。

　

今
年
は
、香
和
会
創
立
五
十

周
年
を
記
念
し
て
、ス
ポ
ン
ジ

バ
レ
ー
に
香
和
会
チ
ー
ム
と
し

て
出
場
し
た
り
、燃
え
る
よ
う

な
ピ
ン
ク
色
の
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ

（
背
面
は
日
本
地
図
に
香
和
会

七
支
部
を
デ
ザ
イ
ン
）を
つ
く

り
、そ
れ
を
着
て
各
支
部
長
が

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
華
を
添
え
、

ま
さ
に「
和
」の
精
神
の
具
現
化

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、全
員
で
一
号
館
内
で

記
念
撮
影
し
た
後
、野
原
先
生

か
ら
中
夜
祭
へ
の
勧
誘
を
受
け

て
、多
く
の
香
和
会
会
員
が
会

場
の
川
並
香
順
記
念
講
堂
に
大

移
動
。
聖
徳
で
の
青
春
の
日
々
、

学
園
祭
の
熱
気
に
触
れ
た
、か

け
が
え
の
な
い
宝
物
の
時
間
を
、

卒
業
生
た
ち
は
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
日
常
生
活
を
送
る
上

で
、気
を
緩
め
ず
に
安
全
へ
の

意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
重

要
だ
と
感
じ
さ
せ
る
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

第
二
十
四
回		

ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

香
和
会
五
十
周
年
を
迎
え
、

母
校
に
二
百
名
の
笑
顔
が

集
い
ま
し
た

聖
徳
大
学
消
防
・
防
災
総
合
訓
練

二
、三
五
〇
名
が
参
加

　

一
月
十
八
日（
木
）に
二
年
生

が
生
活
科
の
学
習
で
、
松
戸
南

郵
便
局
に
見
学
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

児
童
は
普
段
は
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
郵
便
局
の
裏
側
に
入

る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
も
ド

キ
ド
キ
、
わ
く
わ
く
。
郵
便
局

の
裏
側
で
は
実
際
に
機
械
を
動

か
し
て
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

郵
便
物
の
流
れ
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

二
年
生
は
二
月
十
三
日（
火
）

か
ら
二
十
四
日（
土
）ま
で
自
分

た
ち
が
郵
便
局
員
と
な
っ
て

「
聖
徳
郵
便
」を
開
局
し
て
業
務

を
行
う
予
定
で
す
。
自
分
が
郵

便
局
員
さ
ん
に
な
っ
た
ら
…
と

想
像
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
る

児
童
が
多
く
、
説
明
に
立
っ
た

郵
便
局
員
の
方
の
話
を
真
剣
に

聞
き
、
一
所
懸
命
メ
モ
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　

郵
便
局
で
は
事
前
に
自
分
で

書
い
て
持
っ
て
行
っ
た
は
が
き

を
押
印
機
や
区
分
機
に
か
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

機
械
の
あ
ま
り
の
ス
ピ
ー
ド
に

「
速
い
！！
」「
見
え
な
い
！！
」と
大

喜
び
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
満
足
で
終
え
た
郵
便
局
見

学
。今
回
の
見
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
、
十
三
日
に
今
年

度
の
聖
徳
郵
便
が
開
局
し
ま
す
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

「
聖
徳
郵
便
」開
局
に
向
け
て
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十
一
月
二
十
六
日（
日
）、
大

東
文
化
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第

五
十
九
回
全
国
書
道
展（
七
百 

四
十
六
団
体
、
二
万
五
千
百 

七
十
七
点
の
総
出
品
数
。
一
般

成
人
・
学
生
を
対
象
と
し
た
公

　

十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け

て
、
正
門
か
ら
生
徒
玄
関
ま
で

の「
す
ず
か
け
の
道
」に
植
え
ら

れ
て
い
る
ス
ズ
カ
ケ
や
ケ
ヤ
キ

が
枯
れ
葉
を
落
と
し
、
落
ち
葉

の
絨
毯
が
広
が
り
ま
す
。
こ
の

時
期
を
象
徴
す
る
よ
う
な
風
情

は
あ
り
ま
す
が
、
落
ち
葉
を
綺

募
展
で
は
最
も
歴
史
と
権
威
が

あ
る
書
道
展
）に
お
い
て
、
小

倉
愛
加
さ
ん（
中
二
）の「
臨
・
王

羲
之
蘭
亭
序
」が「
書
道
研
究
所

所
長
賞
」に
、
堀
込
文
菜
さ
ん

（
高
三
）の「
臨
・
楊
峴
」が「
審
査

員
奨
励
賞
」に
、
八
名
の
生
徒

が「
推
薦
賞
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
推
薦
賞
以
上
の
特
別

賞
の
入
賞
率
が
約
三
・
六
％
と

麗
に
す
る
た
め
に
生
徒
は
冷
え

込
む
早
朝
に
集
合
し
て
、ク
ラ

ス
単
位
で
こ
の
落
ち
葉
を
掃
い

て
い
き
ま
す
。
六
年
生
が
先
陣

を
き
っ
て
清
掃
を
行
い
、
後
輩

へ
と
リ
レ
ー
し
て
い
き
ま
す
。

毎
日
の
よ
う
に
清
掃
を
行
い
、

一
カ
月
ほ
ど
か
け
て「
す
ず
か

け
の
道
」を
き
れ
い
に
し
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
掃
い
て
も

掃
い
て
も
、
次
の
日
に
は
ま
た
、

落
ち
葉
の
絨
毯
が
広
が
り
ま
す
。

生
徒
だ
け
で
は
拾
い
き
れ
な
い

ほ
ど
の
量
な
の
で
、時
に
は
教
員

も
こ
の
落
ち
葉
清
掃
を
行
い
ま

す
。
こ
う
し
て
入
試
説
明
会
や

入
試
で
訪
れ
る
受
験
生
や
保
護

者
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
に
な
る
と「
す
ず

な
っ
た
こ
の
書
道
展
に
お
い
て
、

本
校
は
一
団
体
と
し
て
の
上
位

入
賞
者
数
の
総
合
ポ
イ
ン
ト
で

全
国
七
百
四
十
六
団
体
中
、
第

二
位
と
な
り
、「
外
務
大
臣
賞
」

（
団
体
表
彰
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
千
葉
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭「
高
校
文
化
祭
ち
ば

二
〇
一
七
書
道
作
品
展
」（
期

間
：
十
一
月
十
四
日
～
十
九
日

／
於
：
千
葉
県
立
美
術
館
／
出

品
：
百
三
十
三
校
・
参
加
生
徒

作
品
数
七
百
六
十
八
点
）
で
、

県
内
全
書
道
担
当
教
諭
に
よ
る

千
葉
県
代
表
審
査
会
が
行
わ
れ
、

安
原
莉
夏
さ
ん（
高
二
）の
作
品

「
臨
趙
之
謙
・
隷
書
張
衡
霊
憲
四

屏
」が
、
第
四
十
二
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭（
二
〇
一
八

信
州
総
文
祭
）書
道
部
門
の
千

葉
県
代
表
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
展
は
、
本
年
八
月
七
日（
火
）

～
十
一
日（
土
）に
、
長
野
県
松

本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

書
道
部
が
全
国
書
道
展
で
「
外
務
大
臣
賞
」受
賞
・

２
０
１
８
信
州
全
高
総
文
千
葉
県
代
表
出
場
決
定

秋
冬
の
風
物
詩　

落
ち
葉
清
掃

　

昨
年
十
一
月
十
三
日（
月
）～

十
八
日（
土
）、
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
第
五
学
年（
高
二
）は
松
戸

の
附
属
女
子
高
校
と
共
に
九
州

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
学

年
目
標
は『
笑
顔
』。
全
員
で
こ

　1月14日（日）に開催された皇后杯第36回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会に3年
の加藤花梨さんが2年連続で出場しました。昨年11月23日の県予選会では、中学生は
3人選出されますが、3着をキープしたことを確信した後に1位をめざし猛追。ラスト
800mの時点では1位は難しいのではないかと思いましたが、明らかに1位を目指して
いる走りに変わり、ラスト100mでは直線の6コース付近まで外に出て、ゴール前10m
で追いつき、3／100秒差の1位でゴールしました。素晴らしいラストスパートでした。
　本番の1月14日に出場できるかは、1月7日の練習会の出来や前日までの体調を見て
決定されることになっていましたが、練習会でも中学生では一番良い走りをしました。
その結果、第3区を走ることになり、39位で襷を受け取り、8人を抜いて31位にチーム
を浮上させ、茨城県チームは32位でゴールしました。
　本人は、初めての県代表での駅伝大会でしたので、緊張したとは
思いますが、楽しんで参加できたと言っていました。応援ありが
とうございました。

全国都道府県対抗女子駅伝では8人抜きの力走

【その他、今年度出場した全国大会】

・ 全日本中学校大会（熊本）1500m
・ 国民体育大会（愛媛）少年Ｂ800m
・ JOCジュニアオリンピックAクラス3000m 決勝進出

陸上駅伝部監督　小川　健二

の
修
学
旅
行
を
楽
し
く
充
実
し

た
も
の
に
し
よ
う
と
臨
み
、
目

標
の
通
り
本
当
に
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
の
六
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
州
の
雄
大
な
風
景
や
紅
葉

に
彩
ら
れ
た
美
し
い
山
並
み
に

歓
声
を
上
げ
る
と
同
時
に
、
熊

本
城
や
雲
仙
普
賢
岳
で
は
地
震

や
噴
火
に
よ
る
被
害
を
目
の
当

た
り
に
し
、
自
然
の
脅
威
を
知

り
ま
し
た
。
文
化
や
歴
史
も
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

長
崎
の
原
爆
資
料
館
で
は
、
一

人
ひ
と
り
が
本
当
に
真
剣
な
眼

差
し
で
展
示
に
見
入
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
解
団
式
で
は
代

表
生
徒
が
、「（
長
崎
を
訪
れ
て
）

口
先
だ
け
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

で
は
な
く
、
今
後
私
た
ち
は
ど

の
よ
う
な
道
を
選
択
す
べ

き
か
、
そ
の
こ
と
に
し
っ

か
り
と
向
き
合
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
」と
述
べ
ま
し
た
。
感

性
の
柔
ら
か
な
高
校
時

代
に
、た
く
さ
ん
の
こ
と

を
心
に
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、と
て

も
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
と
の
出
会

い
も
あ
り
ま
し
た
。数
々

の
あ
た
た
か
く
細
や
か
な

お
心
遣
い
を
受
け
、
生
徒

た
ち
は
改
め
て
相
手
を
思

い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
旅
行
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
教
諭  

酒
井  

あ
ゆ
み
）

第
五
学
年  

九
州
修
学
旅
行

4つの全国大会へ出場

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

二
月
三
日（
土
）は
節
分
で
す
。

三
田
幼
稚
園
で
は
、
節
分
に
ち

な
ん
で
鬼
の
お
面
を
作
っ
た
り
、

鬼
の
形
の
豆
入
れ
を
作
っ
た
り

し
て
、
鬼
が
来
た
時
に

鬼
退
治
が
で
き
る
よ
う

事
前
準
備
を
し
ま
す
。

ま
た
、
絵
本
や
紙
芝
居

を
通
し
て
、「
節
分
と
は

何
か
」「
な
ぜ
豆
ま
き
を

す
る
の
か
」を
教
え
て
い

ま
す（
今
年
は
二
月
一
日

（
木
）に
実
施
し
ま
す
）。

　

年
長
児
や
年
中
児
は
、

前
年
度
の
経
験
か
ら
幼

稚
園
に
鬼
が
来
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
の
で
、

「
今
年
も
鬼
来
る
か

な
？
」「
た
く
さ
ん
豆
投

げ
る
ぞ
ー
」「
去
年
は
鬼

が
怖
く
て
泣
い
ち
ゃ
っ

た
」
な
ど
と
言
っ
て
、

怖
が
っ
た
り
、
期
待
し
た
り
と

い
ろ
い
ろ
で
す
。

　

節
分
当
日
は
、
鬼
が
来
て
も

大
丈
夫
な
よ
う
に
大
型
ブ
ロ
ッ

ク
や
積
み
木
を
使
っ
て
柵
を
作

り
、
待
ち
構
え
ま
す
。
年
長
組

の
保
育
室
の
非
常
口
か
ら
突
然

入
っ
て
く
る
鬼
に
驚
き
、
手
に

し
た
豆
を
握
り
し
め
、「
鬼
は
そ

と
、
鬼
は
そ
と
」と
言
い
な
が
ら

鬼
に
向
か
っ
て
投
げ
る
園
児
も

い
れ
ば
、
豆
を
手
に
し
た
ま
ま

逃
げ
て
い
く
園
児
、
教
師
の
後

ろ
に
隠
れ
て
大
泣
き
を
し
て
動

け
な
い
園
児
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

　

年
長
組
が
年
中
組
を
助
け
、

さ
ら
に
年
少
組
を
助
け
に
行
き
、

全
員
で
鬼
を
退
治
し
、
最
後
に

心
の
中
に
い
る
鬼
が
い
な
く
な

る
よ
う
に
、
年
齢
と
同
じ
数
の

豆
を
食
べ
、
一
年
間
の
健
康
を

祈
り
な
が
ら
、
季
節
の
変
化
に

気
付
き
、
節
分
を
通
し
て
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
よ
い
機
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
松
組（
年
長
児
）は
、
新

し
い
生
活
に
慣
れ
た
六
月
頃
に

グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
行
い
、
お

当
番
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

年
長
組
に
な
っ
た
嬉
し
さ
や
喜

び
か
ら
様
々
な
活
動
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
年
は
五
グ
ル
ー
プ
あ

り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
は
、

［
給
食
当
番
］エ
プ
ロ
ン
と
帽
子

を
着
用
し
、
手
洗
い
、
消
毒
を

済
ま
せ
お
盆
や
食
器
を
並
べ
ま

す
。
そ
の
後
、
そ
の
日
の
給
食
時

の
お
約
束
事
を
話
し
合
い
決
定

し
、「
い
た
だ
き
ま
す
」の
ご
挨
拶

の
際
に
伝
え
て
い
ま
す
。
続
い

て
、［
人
数
報
告
当
番
］グ
ル
ー

プ
ご
と
に
そ
の
日
の
出
席
確
認

を
行
い
、
職
員
室
に
報
告
に
行

き
ま
す
。［
見
廻
り
当
番
］片
付

け
の
際
園
庭
や
保
育
室
の
隅
々

ま
で
見
廻
り
、
片
付
け
忘
れ
が

な
い
か
確
認
し
た
り
、
各
保
育

室
を
廻
り
、ゴ
ミ
の
分
別
が
で

き
て
い
る
か
、
水
道
は
し
っ
か
り

と
止
ま
っ
て
い
る
か
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。［
お
手
伝
い

当
番
］そ
の
日
の
教
師
の
手
伝

い
で
、
お
手
紙
を
配
っ
た
り
、
机

を
並
べ
た
り
し
ま
す
。
最
後
に

［
お
掃
除
当
番
］給
食
後
に
子
ど

も
用
の
小
さ
な
ほ
う
き
で
掃
い

た
り
、
雑
巾
掛
け
を
行
っ
た
り

し
ま
す
。

　

以
上
の
活
動
を
通
し
て
友
達

と
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
、
身
に
付
け
、
友
達
と

の
か
か
わ
り
も
深
ま
り
、
一
人

ひ
と
り
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
誉
め
認
め
、
子
ど
も
達

の
成
長
を
促
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
活
動
を通し

て

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

心
の
鬼
を
、退
治
し
よ
う

～
節
分
～

加藤花梨さん
3000m茨城県中学生

新記録で表彰

か
け
の
道
」は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
き
れ
い
に
照
ら
さ
れ
ま
す
。

枯
れ
葉
を
落
と
し
き
っ
た
ケ
ヤ

キ
な
ど
が
、
今
度
は
青
や
白
の

光
を
ま
と
っ
て
生
徒
の
下
校
を

見
守
り
ま
す
。
暗
く
な
る
の
が

と
て
も
早
い
時
期
な
の
で
、
こ

の
光
は
と
て
も
心
温
ま
る
日
没

後
の
風
景
で
す
。「
す
ず
か
け
の

道
」は
秋
と
冬
で
表
情
を
変
え
、

生
徒
の
登
下
校
を
見
守
り
ま
す
。

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

生
徒
の
元
気
な
声
が
今
日
も
響

い
て
い
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●



第94号 （6）平成30年2月1日（木）

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

三
学
期
保
育
参
観

　

毎
年
二
月
下
旬
に
保
護
者
の

方
々
に
子
ど
も
た
ち
の
一
年
間

の
成
長
を
見
て
い
た
だ
く
た
め

の
保
育
参
観
が
行
わ
れ
ま
す
。

参
観
は
全
園
児
で
行
う
リ
ズ
ム

遊
び
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
思
い

切
り
体
を
使
っ
て
表
現
す
る
楽

し
さ
や
、
学
年
ご
と
に
振
り
付

け
を
変
え
て
体
の
動
か
し
方
の

違
い
や
、
子
ど
も
た
ち
の
と
び

き
り
の
笑
顔
で
踊
っ
て
い
る
姿

を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
普
段
遊
び
の

中
で
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
参
観
の
主
活
動
に
取

り
入
れ
、
自
ら
考
え
活
動
で
き

る
意
欲
や
態
度
、
友
達
と
関
わ

っ
て
い
る
姿
な
ど
を
見
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

特
に
三
学
期
に
は
、
発
表
の

　

毎
朝
気
温
が
下
が
り
、
寒
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
園
児
た

ち
は
そ
の
寒
さ
に
も
負
け
ず
、

友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
中
で
も
最
近
人
気
が

あ
る
の
が
自
転
車
遊
び
で
す
。

年
齢
の
高
い
五
歳
児
で
も
初
め

は
た
ど
た
ど
し
い
乗
り
方
で
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
補
助
な

し
の
自
転
車
が
乗
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
般
的
に

補
助
な
し
の
自
転
車
を
練
習
す

る
と
き
は
、
大
人
が
後
ろ
で
支

え
な
が
ら
行
う
姿
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
幼
稚
園
で
は
教
員
の
補

助
も
必
要
な
く
、
園
児
が
自
分

で
補
助
な
し
自
転
車
運
転
に
意

欲
的
に
取
り
組
み
、
毎
日
毎
日

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
身
に
着
け
、
年
少

組
の
三
歳
児
で
も
乗
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
三
台

の
自
転
車
を
順

番
に
使
っ
て
遊

ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度

父
母
の
会
の
廃

品
回
収
で
得
た

収
入
で
新
た
に

九
台
の
自
転
車

の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
新

し
い
自
転
車
に

目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
、
今
ま
で

以
上
に
興
味
を

持
ち
、
自
転
車

遊
び
に
取
り
組

む
園
児
が
増
え

ま
し
た
。
中
に

は
我
が
子
か
ら

幼
稚
園
で
自
転

車
に
乗
れ
る
よ

場
面
を
多
く
取
り
入
れ
、
楽
器

あ
そ
び
や
劇
ご
っ
こ
、
歌
っ
て

踊
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
な
ど
ク
ラ
ス

み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
き
た
成

果
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
も
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
活

動
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
と
、

う
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、

疑
い
な
が
ら
も
園
で
そ
の
姿
を

見
て
、
び
っ
く
り
し
て
い
た
保

護
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　

近
年
、
園
児
に
と
っ
て
自
転

車
練
習
を
す
る
場
所
が
少
な
い

生
活
環
境
で
あ
る
た
め
、
保
護

者
も
園
児
も
幼
稚
園
で
の
自
転

車
遊
び
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
友
達
が
補
助
な
し

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
に

憧
れ
を
感
じ
、
乗
れ
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
方
法
を
友
達
同
士

で
伝
え
合
い
、
乗
れ
た
時
の
達

成
感
を
感
じ
、
そ
し
て
、
親
か

ら
褒
め
ら
れ
、
先
生
や
友
達
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
次
へ
の

意
欲
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
事
を
学
び
次
へ
の
成

長
に
結
び
つ
い
て
い
る
自
転
車

遊
び
を
今
後
も
ケ
ガ
の
な
い
よ

う
安
全
に
進
め
、
園
児
の
笑
顔

を
増
や
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

保
護
者
の
方
々

は
、
我
が
子
の

成
長
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る

よ
う
で
、
涙
ぐ

む
姿
を
見
る
こ

と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち

は
の
び
の
び
と

園
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
楽

し
く
子
ど
も
が

過
ご
せ
る
の
も

保
護
者
の
皆
様

の
ご
協
力
を
頂

い
て
い
る
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者

の
方
が
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
見
て
い
た
だ
け
る
こ
と

で
益
々
園
生
活
が
充
実
し
た
も

の
に
な
る
た
め
、
こ
の
保
育
参

観
は
と
て
も
重
要
な
行
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

で
は
、勤
労
感
謝
の
日
に
向
け
、

ど
ん
な
職
業
が
あ
る
の
か
、ど
う

い
う
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
る

の
か
等
を
話
し
合
い
、お
仕
事
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
、毎
年
社
会

科
見
学
も
兼
ね
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

渡
し
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

桜
組
は
、園
近
く
の
中
台
郵
便

局
に
歩
い
て
行
き
、郵
便
局
の
仕

事
に
つ
い
て
質
問
し
、葉
書
や
切

手
な
ど
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
梅
組
は
、避
難
訓

練
や
花
火
指
導
で
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
赤
坂
消
防
署
に
行

き
、実
際
に
消
防
車
や
救
急
車
、

消
防
士
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
組

　

十
二
月
十
三
日（
水
）、幼
稚

園
の
遊
戯
室
で
、十
二
月
生
ま

れ
の
誕
生
祝
い
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
毎
月
先
生
と
園
児
た
ち

で
誕
生
児
の
健
や
か
な
成
長
を

祝
い
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
各

先
生
が
い
ろ
い
ろ
な
出
し
物
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
松
組
の

幼
児
の
始
め
の
こ
と
ば
の
中
で

「
今
日
は
楽
し
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
こ
と
ば
を

聞
い
て
、幼
児
た
ち
は
期
待
を

持
っ
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
出
し
物
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
、幼
稚
園

に
ス
テ
キ
な
手
紙
が
届
き
ま
し

た
。「
～
幼
稚
園
の
お
友
達
へ
～

　

今
年
も
附
属
幼
稚
園
に
は
、イ

チ
ョ
ウ
の
木
か
ら
の
た
く
さ
ん

の
贈
り
物
が
届
き
ま
し
た
。
二
階

か
ら
の
景
色
も
季
節
の
移
り
変

わ
り
と
共
に
緑
か
ら
黄
色
へ
。

園
庭
か
ら
上
を
見
上
げ
れ
ば
黄

色
、地
面
も
一
面
に
広
が
る
黄
色

の
絨
毯
。
黄
色
一
色
に
染
ま
っ
た

園
庭
に
は
、園
児
達
の
元
気
な
姿

と
笑
い
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

園
児
が
小
さ
な
手
い
っ
ぱ
い

に
抱
え
て
い
る
の
は
、イ
チ
ョ
ウ

の
葉
で
作
っ
た
花
束
。
家
に
持

っ
て
帰
る
と
張
り
き
り
ま
す
。

葉
っ
ぱ
の
大
き
さ
比
べ
や
、「
葉

っ
ぱ
の
先
が
割
れ
て
い
る
よ
」と

各
葉
の
形
の
違
い
に
気
づ
く
声

も
聞
か
れ
ま
す
。
教
職
員
が
箒

や
熊
手
を
持
っ
て
く
る
と
、す
ぐ

に
集
ま
る
園
児
た
ち
。「
葉
っ
ぱ

は
、Ｊ
Ｒ
成

田
駅
に
行
き
、

切
符
の
券
売

機
や
電
車
の

走
る
仕
組
み

の
話
を
聞
い

た
り
、
ホ
ー

ム
で
成
田
エ

ク
ス
プ
レ
ス

の
通
過
す
る

と
こ
ろ
を
見

せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
、
園

児
た
ち
が
カ

レ
ン
ダ
ー
を

「
い
つ
も
お

仕
事
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」と
言
っ
て
お
渡
し
す
る
と
、

と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

園
児
た
ち
は
、教
師
の
話
を
聞

く
だ
け
で
な
く
、実
際
に
お
仕
事

毎
日『
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
』の

練
習
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
ね
！

そ
ん
な
み
ん
な
に
今
日
は
コ
ー

ラ
ス
マ
マ
が
サ
ン
タ
に
な
っ
て

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
に
来

ま
し
た
よ
」と
い
う
手
紙
を
読

み
終
わ
り
、園
児
た
ち
が
一
斉

に「
サ
ン
タ
さ
ー
ん
」と
呼

ぶ
と
サ
ン
タ
の
衣
裳
に
扮

し
た
母
親
た
ち
が
登
場
し
、

①
ト
ラ
イ 

モ
ア
ナ
メ
ド

レ
ー
、
②
小
さ
な
世
界
、

③
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
、④
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
、⑤
赤
鼻
の
ト
ナ

カ
イ
、の
五
曲
を
ス
テ
キ

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
歌
い
ま

し
た
。
幼
児
た
ち
も
知
っ

て
い
る
曲
ば
か
り
で
し
た

の
で
自
然
に
口
ず
さ
ん
で

歌
い「
○
○
ち
ゃ
ん
の
マ

マ
だ
。
○
○
ち
ゃ
ん
の
マ

マ
も
い
る
の
。
私
の
マ
マ

だ
」な
ど
と
口
々
に
う
れ

集
め
隊
」の
出
動
で
す
。
先
生
の

真
似
を
し
て
熊
手
を
持
っ
て
掃

き
集
め
た
り
、「
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

で
～
す
」と
言
い
な
が
ら
手
で
押

し
た
り
し
な
が
ら
集
め
ま
す
。

大
き
な
黄
色
の
山
が
で
き
る
と
、

こ
こ
か
ら
が
一
番
の
お
楽
し
み
。

そ
の
上
を
ジ
ャ
ン
プ
！
で
ん
ぐ

り
返
し
！
手
に
し
た
大
量
の
葉

っ
ぱ
を
思
い
切
り
投
げ
黄
色
の

落
ち
葉
の
大
シ
ャ
ワ
ー
！
園
児

達
は
大
興
奮
で
す
‼
最
後
は
大

き
な
樽
に
葉
っ
ぱ
を
集
め
て
一
日

を
終
え
ま
す
。
樽
は
多
い
時
で

十
樽
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
毎
日

が
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
落
ち
切
る

ま
で
、繰
り
返
さ
れ
る
の
で
す
。

　

現
在
の
園
舎
が
建
っ
て
か
ら

三
十
七
年
目
。
こ
の
時
期
な
ら

で
の
附
属
幼
稚
園
自
慢
の
環
境

で
す
。
環
境
を
通
し
て
、園
児
達

の
よ
り
良
い
成
長
を
願
い
、「
い

つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な
子
ど

も
」を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

を
し
て
い
る
所
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、自
分
達
が
生
活
す
る
た
め

に
色
々
な
方
が
働
い
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
事
に
気
付
く
事
も
で

き
、思
い
出
深
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

し
そ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
マ
サ
ン
タ
か
ら
の
ス
テ
キ
な

サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
事
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
も
マ
マ
サ
ン

タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
と
良
い

で
す
ね
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

イ
チ
ョ
ウ
の
木

か
ら
の
贈
り
物

自
転
車
遊
び

マ
マ
サ
ン
タ
か
ら
の

　

ス
テ
キ
な
歌
の

　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

い
つ
も
お
仕
事

あ
り
が
と
う

黄色いっぱい！　笑顔いっぱい！
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●
取
引
業
者
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
石
本
建
築
事
務
所

　
代
表
取
締
役
社
長	

長
尾
　
昌
高
　
様

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

　
代
表
取
締
役
　
荷
口
　
優
　
様

	

（
二
、七
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園

　
代
表
　
花
木
　
常
明
　
様

	

（
五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
丸
協

　
代
表
取
締
役
　
新
堀
　
信
永
　
様

	

（
二
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　
代
表
取
締
役
　
髙
橋
　
栄
二
　
様

 

（
二
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
法
人
役
員
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
並
　
弘
純	

様（二
、一
〇
五
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
池
田
　
清
英	

様（
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
並
　
芳
純	

様（
九
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
山
口
　
富
彌	

様（一
、六
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
田
代
　
和
子	

様（一
、六
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

　
柴
田
　
キ
ヨ
子	

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
荷
口
　
優	

様（
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
大
木
　
敏
行	

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
浦
田
　
幸
利	

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
羽
賀
　
真
理	

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
安
保
　
寿
男	

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
香
和
会
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
長
江
　
曜
子	

様（一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
稲
垣
　
洋
子	

様（
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
斉
藤
　
京
子	

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
通
信
教
育
部
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
渡
邉
　
昭
博	

様

●
ひ
じ
り
会
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
高
橋
　
博
子	

様（一
、〇
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
阿
部
　
勝
明	

様

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

	
寄
付
者
芳
名
一
覧		

平
成
二
十
九
年
十
一
月
〜
十
ニ
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
仁
ノ
平
　
光
雄	

様

五
、〇
〇
〇
円

　
本
庄
　
貴
大	

様

●
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
山
下
　
忠
邦	

様（一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　
川
口
　
昌
幸	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
小
学
校
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
大
川
　
亮
一	

様（
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
天
羽
　
将
博	
様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
廣
瀨
　
瑞
紀	
様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
上
　
幸
江	

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
田
中
　
政
道	

様（
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
野
津
　
真
生	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
幼
稚
園
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
蓜
島
　
靖
裕	

様（
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
北
島
　
政
幸	

様

●
浦
安
幼
稚
園
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
松
坂
　
浩	

様

●
そ
の
他

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
小
倉
　
千
鶴
子	

様（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
伊
藤
　
輝
子	

様（
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
川
並
　
珠
緒	

様（一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
杉
本
　
幸
子	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

　
水
戸
　
美
津
子	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

四
〇
、〇
〇
〇
円

　
阿
部
　
真
美
子	

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
六
、〇
〇
〇
円

　
吉
田
　
眞
言	

様（
一
五
三
、〇
〇
〇
円
）

三
三
、〇
〇
〇
円

　
大
野
　
泰
男	

様（
一
四
四
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
宮
川
　
三
平	

様（
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
四
、〇
〇
〇
円

　
小
口
　
多
美
子	

様（
三
四
、〇
〇
〇
円
）

　
金
子
　
清
美	

様（
一
〇
四
、〇
〇
〇
円
）

　
澤
﨑
　
眞
史	

様（
一
〇
四
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、四
〇
〇
円

　
富
瀨
　
裕	

様（
八
八
、四
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
井
村
　
た
か
ね	

様

一
八
、〇
〇
〇
円

　
上
坂
　
真
奈
美	

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
二
、〇
〇
〇
円

　
奥
村
　
高
明	

様（
四
一
、〇
〇
〇
円
）

　
南
地
　
礼
智	

様（
四
八
、〇
〇
〇
円
）

　
廣
田
　
真
樹
子	

様（
四
七
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
小
松
　
洋
子	

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
難
波
　
阿
丹	

様

一
、〇
〇
〇
円

　
生
原
　
修	

様

　
宮
崎
　
聡
子	

様

五
〇
〇
円

　
飯
村
　
清
文	

様

　
白
数
　
美
智
子	

様（
五
、五
〇
〇
円
）

一
三
、〇
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

　
教
職
員
一
同	

様（
七
六
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　
教
職
員
一
同	

様（
七
九
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

　
教
職
員
一
同	

様（
三
八
、〇
〇
〇
円
）

（
三
、一
〇
九
、五
〇
〇
円
）

	

匿
名
希
望
者
合
計

※（
　
）内
は
累
計
額

　
合
計
　
二
八
三
件

七
、五
二
五
、九
〇
〇
円

　
累
計
　
三
、七
四
五
件

七
七
三
、四
五
二
、二
九
一
円

　

後
援
会
支
部
総
会
お
よ
び
保
護
者
会
は
、北

海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
全
国
十
一
支
部
で

毎
年
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
六
月
か
ら
十
一 

月
に
か
け
て
各
地
で
開
催
さ
れ
、大
学
お
よ
び

短
期
大
学
部
の
多
く
の
保
護
者
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

午
前
の
支
部
総
会
で
は
、学
長
講
話
や
卒
業

生
に
よ
る
体
験
発
表
を
行
い
、午
後
の
保
護
者

会
で
は
修
学
状
況
の
確
認
や
、就
職
活
動
を
含

め
た
学
生
生
活
に
つ
い
て
学
生
部
長
の
話
が

あ
り
、そ
の
後
、教
員
と
の
個
別
面
談
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
よ

る
就
職
相
談
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
発
表
は
、卒
業
生
の
生
の
声
を
聴
く
こ

と
が
で
き
る
と
、毎
年
好
評
の
企
画
で
す
。
今
回

は
十
一
月
二
十
六
日（
日
）に
実
施
さ
れ
た
千

葉
県
支
部
総
会
の
体
験
発
表
で
、卒
業
生
二
名

を
紹
介
し
ま
す
。

　

高
山
英
里
さ
ん（
平
成
二
十
九
年
三
月
・
児

童
学
科
保
育
士
養
成
コ
ー
ス
卒
業
）は
八
千
代

市
立
八
千
代
台
南
保
育
園
で

ゼ
ロ
歳
児
の
担
任
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
す
。「
聖
徳
」で
の
授

業
は
、ど
れ
も
実
践
的
で
あ
っ

た
の
で
現
在
も
仕
事
で
活
か
す

こ
と
が
で
き
て
い
る
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
実
習
で
は
毎
日

実
習
録
を
記
入
し
、そ
の
日
の

出
来
事
を
振
り
返
り
反
省
し

て
い
ま
し
た
。
非
常
に
大
変
な

日
々
で
し
た
が
、こ
の
経
験
は

自
分
の
財
産
で
あ
る
と
話
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、在
学
生
に

向
け
て
、充
実
し
た
学
べ
る
環

　

聖
徳
大
学
・

聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
の
同
窓

会「
香
和
会
」は
、

全
国
に
七
支
部

を
設
置
し
、
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
北

海
道
・
東
北
支

部
パ
ー
テ
ィ
ー

が
十
一
月
四
日

（
土
）に
世
界
遺

産
中
尊
寺
の
岩

手
県
一
関
に
て
、

北
陸
・
上
信
越

支
部
は
、
十
月

八
日（
日
）に
初

の
北
陸
金
沢
に

て
、
北
関
東
支

部
は
十
月
十
五

境
を
有
効
に
利
用
し
て
欲
し

い
と
話
し
ま
し
た
。
大
学
生
活

を
思
う
存
分
楽
し
み
、や
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
や
興
味
の
あ

る
こ
と
は
、と
こ
と
ん
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
と
の
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。
最
後
に
、家
族

が
、自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を

応
援
し
て
く
れ
た
の
で
、と
て

も
心
強
か
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　

山
崎
美
咲
さ
ん（
平
成
二
十 

九
年
三
月
・
保
育
科
第
一
部
幼

稚
園
教
諭
コ
ー
ス
卒
業
）は
、現

在
、本
学
附
属
幼
稚
園
で
三
歳

児
の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
授
業
を
通
じ
、保
育
の

実
践
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
特
に
ピ
ア
ノ
は
現

場
で
の
即
戦
力
と
な
り
ま
し

た
。
実
習
で
は
、実
習
録
、部
分

実
習
、個
人
行
動
記
録
な
ど
、大

変
で
や
め
て
し
ま
い
た
い
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
幼
稚
園
教
諭
と
し
て

日（
日
）に
聖
徳
大
学
に
て
、南

関
東
支
部
は
十
一
月
二
十
六

日（
日
）に
同
じ
く
聖
徳
大
学
に

て
、甲
州
・
中
部
・
東
海
支
部
は

九
月
三
日（
日
）に
沼
津
に
て
、

近
畿
・
中
国
・
四
国
支
部
は
十
二

月
九
日（
土
）に
大
阪
に
て
、九

州
・
沖
縄
支
部
は
十
月
二
十
八

日（
土
）に
那
覇
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、二
点
で
す
。

　

一
つ
目
は
、創
立
二
十
周
年

を
迎
え
た
甲
州
・
中
部
・
東
海
支

部
と
近
畿
・
中
国
・
四
国
支
部
の

二
十
周
年
記
念
支
部
パ
ー

テ
ィ
ー
で
す
。
九
州
・
沖
縄
支

部
、北
海
道
・
東
北
支
部
、北
陸
・

上
信
越
支
部
の
三
支
部
に
次

い
で
、二
支
部
が
設
立
さ
れ
て

早
二
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

稲
垣
洋
子
甲
州
・
中
部
・
東
海

支
部
長
は
、「
ホ
テ
ル
沼
津

キ
ャ
ッ
ス
ル
」で
、三
十
名
近
い

現
場
で
働
く
現
在
、こ
の
実
習

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、今
の
現

場
の
自
分
が
い
る
の
だ
と
実

感
し
て
い
る
と
の
話
に
は
、保

護
者
の
方
が
深
く
聞
き
入
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
就
職
活

動
で
は
、教
員
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
課
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

語
ら
れ
、後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、学
生
時
代
に
学
ん

だ
す
べ
て
が
現
場
で
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
る
た
め
に
も
、日
々

の
学
び
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
、ま
た
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実

し
た
環
境
を
、十
分
に
活
用
し

て
、大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

出
席
者
に
、音
楽
学
部
卒
業
生

に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。

　

清
藤
知
子
近
畿
・
中
国
・
四
国

支
部
長
は
、ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル「
春
蘭
門
」に

て
、支
部
と
出
席
者
一
人
ひ
と

り
の
二
十
年
を
振
り
返
る「
和
」

の
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

ど
ち
ら
も
、建
学
の
精
神「
和
」

と
集
う「
輪
」の
絆
の
素
晴
ら
し

い
パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。

　

二
つ
目
は
、横
山
ち
づ
る
北

陸
・
上
信
越
支
部
長
に
よ
る
、ホ

テ
ル
金
沢
で
開
催
さ
れ
た
北
陸

初
の
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

「
待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
」の
声

で
、富
山
県
、福
井
県
、石
川
県

の
卒
業
生
が
、聖
徳
の「
和
」の

下
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

香
和
会
は
、全
国
の
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
の
素
晴
ら
し
い

人
生
に
出
会
い
、「
和
の
絆
」を

確
認
し
て
い
き
ま
す
。

大
学
・
短
大
後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者
会

活
動
報
告

香
和
会
七
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー

祝
創
立
二
十
周
年
甲
州
・
中
部
・
東
海
支
部
、

近
畿
・
中
国
・
四
国
支
部

高山英里さん

山崎美咲さん

創立20周年記念
近畿・中国・四国支部パーティー

（12/9開催）

創立20周年記念
甲州・中部・東海支部パーティー

（9/3開催）

九州・沖縄支部パーティー
（10/28開催）

南関東支部パーティー
（11/26開催）

■ご寄付のお申し込みについて■
　

■お問い合わせ先■

検 索

聖徳 募金

▲

（注）公開をご希望されない方については、掲載しておりません。コンビニエンスストアよりお
振込みされた方は、匿名の取り扱いにさせていただいております。ご芳名の掲載を希望
される方は、お手数ですが創立80周年記念事業募金係までご連絡ください。

平成29年11月1日から平成29年12月31日までのご寄付分を掲載しております。
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

18.2.1	re（14,7）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第94号
発行人／川並	弘純　　編集／総務課

読者の声

セ イ ト クの派 遣 会 社 だ か ら 安 心
派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、	保育士、	一般事務		お気軽にご連絡ください	

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 30072613-ユ-300913

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

平成30年度 大学院（春学期入学）入試日程

平成30年度 大学院（秋学期入学）入試日程

平成30年度    入 試 日 程
■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）〈AO入試〉

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

長野県佐久市
春日2258-1

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

　日本唯一の高速道路（上信越自動車道）直結スキー場です。首都圏からのアクセスが抜群で、晴天率
90％！毎日がスキー日和、お子さまや初心者にもスキーを楽しんでもらえる緩斜面中心の安全な
ゲレンデの佐久スキーガーデンパラダへ、ご家族皆さんでお越しください。
　また、「かすがの森」の宿泊とスキーリフト券がセットになったお得なスキーパックプランも販売
中です。今年の冬は家族でスキー旅行を楽しんでみませんか。

ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

通信教育部（共学） 平成30年度 春学期生募集 お問い合わせ047-365-1200（直通）
　通信教育部では、平成30年度春学期生
の募集を開始しています。ぜひこの機会
に、働きながら免許や資格が取得できる
通信教育にチャレンジしてみませんか。
全国各地で説明会を実施しております。

■ 聖徳大学大学院 通信教育課程
●	児童学研究科	児童学専攻	
　〔博士前期課程／博士後期課程〕

■ 聖徳大学 通信教育部
■ 聖徳大学短期大学部 通信教育部

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試、一般入試
社会人入試、研究生入試 C 1月24日（水）〜2月1日（木）

2月11日（日・祝）
※ただし音楽文化研究科は

2月11日（日・祝）・12日（月・振休）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試
一般入試
社会人入試
研究生入試

A 平成30年
6月25日（月）〜7月5日（木）

7月14日（土）
※ただし音楽文化研究科は
7月14日（土）・15日（日）

B 8月6日（月）〜8月18日（土）
8月25日（土）

※ただし音楽文化研究科は
8月25日（土）・26日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試、一般入試
社会人特別入試
研究生入試（留学生除く）

C 1月24日（水）〜2月7日（水）
2月11日（日・祝）

※ただし音楽文化研究科は
2月11日（日・祝）・12日（月・振休）

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試 C 1月24日（水）〜2月1日（木）

2月11日（日・祝）
※ただし音楽文化研究科は

2月11日（日・祝）・12日（月・振休）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
研究生入試

（留学生除く）

A 平成30年
6月25日（月）〜7月10日（火）

7月14日（土）
※ただし音楽文化研究科は
7月14日（土）・15日（日）

B 8月6日（月）〜8月21日（火）
8月25日（土）

※ただし音楽文化研究科は
8月25日（土）・26日（日）

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試

A 平成30年
6月25日（月）〜7月5日（木）

7月14日（土）
※ただし音楽文化研究科は
7月14日（土）・15日（日）

B 8月6日（月）〜8月18日（土）
8月25日（土）

※ただし音楽文化研究科は
8月25日（土）・26日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試

C 1月24日（水）〜2月7日（水） 2月11日（日・祝）

教職特別B 2月19日（月）〜2月28日（水） 3月4日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試

A 平成30年
6月25日（月）〜7月10日（火） 7月14日（土）

B 8月6日（月）〜8月21日（火） 8月25日（土）

　〈博士前期課程〉

　〈社会人入試・アスリート入試・帰国子女入試〉

　〈博士前期課程〉　〈専門職学位課程〉（教職研究科）

　〈専門職学位課程〉（教職研究科）

入試区分 日程 事前エントリー受付期間
事前相談の申込み

出願 面談
事前相談

AO入試	スタンダード方式 Ⅲ期
2月26日（月）〜3月12日（月）

※日曜・祝日を除く
※3/9（金）〜3/12（月）は窓口のみ受付

2月26日（月）〜3月12日（月）
※日曜・祝日を除く 3月1日（木）〜3月13日（火）正午

※日曜・祝日を除く
3月15日（木）

※面談の時間は大学が指定2月26日（月）〜3月12日（月）
※看護学部はAO入試を実施しない。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

社会人特別入試
アスリート･セカンドキャリア支援

特別奨学推薦入試
アスリート･サポート特別奨学推薦入試
帰国子女特別入試

C 2月22日（木）〜3月8日（木） 3月12日（月）

※看護学部は実施しない。

※看護学部は実施しない。

※専攻科入試は、一般入試、内部推薦入試のみ実施する。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

アスリート･セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試

C 1月30日（火）〜2月13日（火） 2月18日（日）一般入試
内部推薦入試

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

アスリート･セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試 D 2月22日（木）〜3月8日（木） 3月12日（月）

一般入試

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

ＡＯ入試、指定校推薦入試、公募推
薦入試、保育科･保育コース推薦入
試、保育所・幼稚園園長推薦入試、
同窓会推薦入試、大学生・短大生（含
専修学校）特別入試、社会人特別入
試、一般入試

後期

B 2月5日（月）〜2月16日（金） 2月17日（土）

C 3月5日（月）〜3月16日（金） 3月17日（土）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試

B 1月30日（火）〜2月14日（水）

2月18日（日）

センター試験利用入試
本学個別学力試験なし

但し､看護学部の面接および
音楽学部の実技等2/18（日）

一般入試

C

2月22日（木）〜3月8日（木） 3月12日（月）

センター試験利用入試 2月22日（木）〜3月10日（土）
但し、看護学部、音楽学部のみ〜3/8（木）

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および
音楽学部の実技等3/12（月）

実技特別選抜入試
（音楽学部　演奏学科・

音楽総合学科のみ）
3月1日（木）〜3月12日（月） 3月14日（水）

　〈編入学・専攻科入試〉

　〈一般入試〉

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試 C 2月22日（木）〜3月2日（金） 3月12日（月）

　〈留学生入試〉

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中	学 第3回入試
Web 12月4日（月）〜2月3日（土） 2月4日（日）
窓口 入試日当日のみ

高	校
音楽科（　	・　	）普通科

一般入試

Web 12月18日（月）〜2月4日（日） 2月5日（月）
窓口 1月9日（火）〜2月4日（日）
Web 12月18日（月）〜2月23日（金） 2月24日（土）
窓口 1月9日（火）〜2月23日（金）

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

★詳細は、各校の募集要項でご確認ください。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試、社会人特別入試 後期 1月17日（水）〜1月31日（水） 2月4日（日）

　〈修士課程〉（看護学研究科）

※専攻科入試は、一般入試、内部推薦入試のみ実施する。

佐久スキーガーデンパラダのご紹介
営業期間：平成29年12月23日（土・祝）～平成30年3月　		問合せ先：0267-67-8100

▶ 第一部

▶ 第二部

講演

音楽学部によるミニコンサート

　ちょうど今年は、明治維新150年です。NHK大河ドラマの『西郷どん』も人気を博
しています。ペリーの来航から始まる幕末維新は、まさに激動の時代でした。今回
はそうした時期に活躍した西郷隆盛、坂本龍馬、吉田松陰、勝海舟など幕末の偉人
を取り上げます。彼らが激動期の日本にいったい何を考え、どう決断したのか。みな
さんの人生のヒントになる逸話、意外な真相をわかりやすくお話ししようと思います。

平成30年度 オープニングセレモニー のご案内

■お問合せ先／生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１

■	日時／ 平成30年4月21日（土）	13：00〜（12：30開場）
■	会場／ 聖徳大学キャンパス 川並香順記念講堂

■	申込み方法／生涯学習課へお電話
	 または窓口にて受付
	 （定員になり次第、受付終了）

講師  河合	敦	氏	（歴史研究家、	歴史作家）
西郷、 龍馬、 松陰と明治維新150年

春学期生願書受付期間
▶大学・短大
～4月28日（土）【必着】

※書類選考のみ
▶大学院（博士前期課程）
～2月27日（火）【必着】

※3月4日（日）試験

聖徳大学・短期大学部で取得可能な免許・資格
大学・短大卒業資格
幼稚園　小学校　中学校（英語・国語・社会）
高等学校（英語・国語・地歴・公民・書道・福祉）
養護教諭
保育士　社会福祉士（受験資格）　
精神保健福祉士（受験資格）　
公認心理師（大学）　認定心理士　
心理相談員（基礎資格）
児童福祉司※要実務1年　児童指導員
心理判定員・児童心理司　図書館司書
学芸員　社会福祉主事

教
員
免
許

資　

格

聖徳大学主催入学説明会
開催日　　　 開催地　　　　　  　  開催時間　　    　開催場所

※参加申込不要　※入場無料

2／　4（日）	 松戸（本学キャンパス） 13：00～15：30	 聖徳大学松戸キャンパス
2／12（月・祝）	東京 11：00～15：00	 東京国際フォーラム	ガラス棟Ｇ402室

合同入学説明会

2／　4（日）	 大阪 11：00～16：00	 梅田スカイビルタワーウエスト10階
2／10（土）	 横浜 11：00～16：00	 新都市ホール横浜新都市ビル（そごう）9階
2／11（日）	 仙台 11：00～16：00	 イベントホール松栄ホール6階
	 名古屋 11：00～16：00	 ミッドランドスクエア5階ホール
2／17（土）	 大阪 11：00～16：00	 梅田スカイビルタワーウエスト10階
2／18（日）	 岡山 11：00～16：00	 イオンモール岡山5階おかやま未来ホール
2／24（土）	 名古屋 11：00～16：00	 名古屋サンスカイルーム
2／25（日）	 東京 11：00～16：00	 新宿エルタワー30階

※参加申込不要　※入場無料

2／12（月・祝）	越谷 11：00～15：00	 越谷サンシティホール第2会議室
2／18（日）	 松戸（本学キャンパス） 11：00～13：00	 聖徳大学松戸キャンパス
  公認心理師学習説明会
	 松戸（本学キャンパス） 13：00～15：30	 聖徳大学松戸キャンパス
2／24（土）	 千葉 11：00～15：00	 ペリエ千葉	７階ペリエホールＣ室
3／　3（土）	 福井 13：00～16：00	 福井県中小企業産業大学校
	 立川 11：00～15：00	 立川グランドホテル	3階ローザ
3／　4（日）	 松戸（本学キャンパス） 13：00～15：30	 聖徳大学松戸キャンパス
3／11（日）	 横浜 11：00～15：00	 AP横浜駅西口	横浜APビル4階B会議室
3／18（日）	 松戸（本学キャンパス） 13：00～15：30	 聖徳大学松戸キャンパス
3／31（土）	 大宮 11：00～15：00	 大宮ソニックシティ7階	707室
	 つくば 11：30～15：00	 イーアスつくば2階イーアスホールＡ
4／　8（日）	 松戸（本学キャンパス） 13：00～15：30	 聖徳大学松戸キャンパス

開催日　　　 開催地　　　　　  　  開催時間　　    　開催場所


